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 はじめに                                 

 群馬県では、５つの鉄道事業者により 14の鉄道路線が運行されています。 

 しかしながら、平成27年度から平成 28年度にかけて実施したパーソントリップ調査（以下「PT調査」

といいます。※１）の結果、群馬県は自動車依存型の社会であり、鉄道の利用者が非常に少ないこと、また、

少子化の影響により、今後鉄道利用者は大幅に

減少する見込みであることがわかり、鉄道の存

続が懸念されます。 

 そこで、県では、「自動車以外の移動手段も

選択できる社会」の実現を目指し、平成30年

３月に「群馬県交通まちづくり戦略」を策定し

ました。 

この戦略の中では、鉄道路線を基幹公共交通軸として位置づけ、将来にわたって維持・存続するための緊

急対策として、平成 30 年度からの３年間で順次、14 の鉄道路線別に、利用促進に向けたアクションプロ

グラムを策定し取り組むこととしています。 

 

わたらせ渓谷鐵道わたらせ渓谷線のアクションプログラム

【行動喚起編】では、桐生駅から栃木県境手前の沢入駅まで

を対象として、鉄道の利用実績や PT 調査から、まず路線の

利用実態と課題を明らかにします【第１章】。 

その上で、路線存続に向けたアクションとして、沿線のみ

なさんに求められる行動と、今後の利用促進の進め方を整理

するという構成となっています【第２章】。 

 

 

 

 

 

 

 

鉄道は、単なる交通手段ということだけではなく、地域のシンボルであったり、首都圏・全国へのネット

ワークであったりと、それぞれの地域において重要な役割を担っています。 

本プログラムにより、みなさんの地域の鉄道のあり方をあらためてお考えいただき、日常の移動手段の見

直しや、地域全体でわたらせ渓谷線を支えていくきっかけとしていただきたいと考えています。 

 

※１ 本プログラムでPT調査を出典としているグラフ等には   マークを表示しています。  PT
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＜図３ わたらせ渓谷線各駅＞ 

１－１
わたらせ渓谷線
を取り巻く状況

１－２
わたらせ渓谷線
の利用状況

１－３
沿線地域の
移動実態

１－４
このままだとわたらせ渓谷線や沿線地域はどうなるのか

２－１
あらためて考えてみる、そして、
みなさんに求められるアクション

２－２
わ鐵を地域全体で
支えていくためのヒント

第１章：わたらせ渓谷線と沿線地域の現況

第２章：わたらせ渓谷線の活性化に向けたアクション

２－３
今後の利用促進の進め方
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１．わたらせ渓谷線と沿線地域の現況                         

１－１．わたらせ渓谷線を取り巻く状況                       

（１）わたらせ渓谷線の位置づけ 

Point１：生活路線と観光路線の両面を持つ 

わたらせ渓谷線は、桐生市の桐生駅からみどり市の沢入駅を経由し、県境を越えて栃木県日光市の間藤駅

まで、渡良瀬川沿いを運行する鉄道路線です。 

歴史的にみると、足尾銅山で産出される銅を輸送するために敷設された鉄道で、大正７年に国鉄足尾線と

なり、昭和 48年の閉山後も、沿線住民の生活を支えてきました。その後、モータリゼーションの発達等に

より利用者が減少し、同線は国鉄の廃止対象路線に選定されることになります。 

しかしながら、同線は、沿線住民の通学・通勤をはじめ日常生活の足としても、また、沿線地域の産業、

経済、文化の振興の面からも、欠くことのできない基幹的な交通機関であったことから、第三セクター鉄道

として存続が決定し、平成元年に、わたらせ渓谷鐵道が開業しました。 

わたらせ渓谷線は、鉄道施設と沿線に観光・文化的資源を有し、県の東部地域と世界遺産を有する日光市

をつなぐ路線として、近年、観光路線の印象が強くなっていますが、足尾線時代から引き続き、地域に根ざ

した身近な公共交通機関として、人々の移動・交流を支えています。 

 

 

  

＜図４ わたらせ渓谷線の路線図＞ 
資料：国土地理院ウェブサイト（http://www.gsi.go.jp/index.html） ※群馬県にて加工し作成 
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（２）沿線人口の状況 

Point2：居住人口が少ない中、人口減少と高齢化がさらに進む見込み 

わたらせ渓谷線沿線地域（駅６km 圏域をいいます。以下同じ）は、平地が少なく、人口密度が低いこと

が特徴で、県内の他路線と比べると沿線地域の人口も少ない状況です。 

そうした中、沿線地域の人口は平成17年から27年までの間に約９千人（14.6％）減少しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

桐生駅や大間々駅の周辺などで特に人口減少が目立っている一方で、はっきりと増加傾向にある地点は見

られず、全体的に人口減少傾向にあると言える状況です。また、65 歳以上の高齢者の割合についても、多

くの地点で 40％以上となっています。 

沿線地域における人口減少と高齢化は、今後一層進行することが懸念されています。 
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＜図７ 沿線地域の人口の推移（平成 17-27 年）＞ 
 資料：国勢調査をもとに群馬県にて作成 
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 資料：国勢調査をもとに群馬県にて作成 
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 資料：国勢調査（平成 17、27 年） 

※端数処理等により、合計は年代別の計と一致しないことがある。 

PT

＜図６ 沿線地域の人口密度（平成 27 年）＞ 
 資料：国勢調査をもとに群馬県にて作成 
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（３）沿線地域をめぐる人の動き 

Point３：桐生市への通学、みどり市への観光の移動が目立つ 

PT 調査から、沿線地域をめぐる人の動きを分析したところ、お住まいの方の移動目的では、桐生市・み

どり市ともに、県全体と比べて、「通勤」や「通学」の移動割合が少ない中、「通院」の移動割合が多く、高

齢化の影響が考えられます。 

一方で、目的地別では、多くの学校がある桐生市へは「通学」の割合が、わたらせ渓谷線の沿線に観光資

源を有するみどり市へは「観光・行楽・レジャー」の割合が高く、それぞれの地域の特性を反映したものと

なっています。 

 

 

 

 

  

コラム「今のわ鐵があるのは先人たちの努力のたまもの」 

わたらせ渓谷線の前身である、国鉄足尾線が昭和57年に廃止対象路線に選定

され、路線の存続が危ぶまれた際、国鉄線として存続すべく、様々な住民運動が展

開されました。 

特に昭和59年９月からは、廃止の除外条件の１つ、ラッシュ時ラッシュ区間（大

間々駅～相老駅間）1,000人以上乗車達成のための運動が行われました。 

 

結果的に国鉄線（JR線）としては存続されませんでしたが、こうした沿線住民によ

る懸命な存続運動が、わたらせ渓谷鐵道の開業の礎になったことは言うまでもありませ

ん。 
＜大間々駅での乗車運動の様子＞ 

＜図９ 居住地別・目的別の移動割合＞ 
⇒お住まいの方がどのような目的で移動をしているか 
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１－２．わたらせ渓谷線の利用状況                     

（１）近年の利用者数 

Point4：利用者は 10 年前から約29%減少 

平成 20 年度と 30年度の乗車人員（桐生駅～沢入駅間）

と、参考として、平成 17 年と 27年の沿線地域の人口を比

較すると、人口減少率（14.6％）を上回り、わたらせ渓谷線

の乗車人員は約29％減少しています。 

特に定期券（通学・通勤）利用は、約 40％の大幅減少と

なっており、人口減少の影響がうかがえます。また、観光な

どの定期外利用も、約17％の減少となっています。 

今後、人口減少の一層の進行が見込まれることから、定期

券利用を中心にさらなる減少が懸念されます。 

 

 

 

（２）利用の傾向 

Point５：地域内外への通学に不可欠 

わたらせ渓谷線（桐生駅～沢入駅）は、１日あたり約 900人が乗車しています。その内訳は、定期券（通

勤）約10%、定期券（通学）約35%となっており、県内の多くの路線で定期券が利用の中心となっている

のとは異なり、観光客を中心とした定期外利用が約55％を占めています。 

一方で、利用者を群馬県民に限定すると、通学利用が 70％以上となっています。また、沿線地域は、わ

たらせ渓谷線を介して他の鉄道網・他の地域とつながっており、お子さんが地域の内外にかかわらず、希望

する場所で学校生活を送るための重要な交通手段となっていることがわかります。 
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＜図 12 券種別乗車人員（平成 30 年度）＞ 
資料：わたらせ渓谷鐵道 
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※日平均を算出する端数処理により、 

   合計は定期・定期外の計と一致しないことがある。 
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Point６：地域の安心・豊かな暮らしを支える路線 

通学・通勤以外での、わたらせ渓谷線の利用頻度は、月１回未満がほとんどで決して高いとは言えません

が、それでも、「買い物」や「通院」では定期的な利用が見られ、特に「買い物」では約４割が週1回以上

の利用頻度となっています。 

このことから、わたらせ渓谷線は、自動車を運転できない方・運転が苦手な方など、みなさんそれぞれの

ライフスタイルにあわせて、安心・豊かな暮らしを送る上でも必要な路線と言えるのではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

コラム「幅広い運賃割引制度で、自動車の運転ができない・難しい方の移動を支援」 

わたらせ渓谷鐵道では、おからだの不自由な方や、運転免許証を自主返納された方を対象とした運賃割引制度が用意

されています。（詳しくはわたらせ渓谷鐵道にお問い合わせください。） 

●障がい者割引 

おからだの不自由な方（身体障がい者・知

的障がい者・精神障がい者）と介護する方が

乗車される場合、右表のとおり運賃が割引にな

ります。（手帳の提示が必要です。） 

 

 

 

 

 

●SL割引(運転免許証自主返納者割引)  ※SLは「Special License」の略 

警察署に運転免許証を自主返納した方は、

右表のとおり運賃が割引になります。（運転経

歴証明書の提示が必要です。） 

「一定の年齢以上」や「沿線地域に住んでいる」といった条件がなく、免許返納者であればどなたでも利用できる、全国

でも珍しい制度です。 

 

いずれの割引制度も、公共交通機関として、年齢やお住まいの地域にかかわらず、外出機会を増やして健康増進・生き

がいづくりにつなげたい、高齢者による交通事故を減らしたいなど、社会貢献に対する事業者の思いが感じられる内容になっ

ています。 

＜図 15 目的別の利用頻度＞ PT
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Point７：地域の魅力と誇りそのもの 

駅別に券種内訳をみると、定期外の利用者は、

他路線に接続する桐生駅・相老駅に加え、様々

な企画列車の拠点駅となっている大間々駅や神

戸駅、JR 日光駅と路線バスで接続する間藤駅

からの乗車が目立っており、観光の玄関口とし

て幅広く地域外からの利用者を受け入れている

ことがわかります。 

 

 

 

降車駅をみると、大間々駅より下り方面で

は、近隣に観光施設等が立地する水沼駅、神

戸駅、通洞駅、足尾駅、間藤駅の５駅に集中

しており、当然のことながら、沿線地域を訪

れる観光客の移動手段としての役割も果たし

ています。 

 

 

 

 

忘れてはならないのは、わたらせ渓谷線は、トロッコ列車などの観光列車や車窓からの渡良瀬川の渓谷美、

桜や花桃といった沿線の様々な花、国鉄時代の記憶を残す文化財など、路線自体が地域の重要な観光資源と

なっているということです。これらの美しい景観と文化的な価値から、全国でも人気のあるローカル線で、

行楽シーズンには多くの観光客でにぎわっており、その様子などは年間500件以上もテレビや新聞等で取

り上げられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように、わたらせ渓谷線は、観光客の移動手段や旅のきっかけ・目的地として、沿線地域の観光誘客

に貢献しており、地域の活性化に欠かすことができない存在と言えます。 

そして、みなさんにとっては、全国に魅力を誇れる自慢の路線「わ鐵」として、お住まいの地域に一層の

愛着や誇りを感じさせてくれる存在であるとも言えるのではないでしょうか。 
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＜図 17 下り方面の定期外の駅別年間降車人員（平成 30 年度）＞ 
資料：わたらせ渓谷鐵道 
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梅
本宿 水沼 花輪 中野 小中 神戸 沢入 原向 通洞 足尾 間藤

定期外 126 14 51 18 132 5 4 30 9 3 4 79 9 1 19 29 82

定期（通学） 125 1 13 23 80 4 7 19 16 1 7 22 4 0 1 2 0

定期（通勤） 35 13 20 4 9 3 1 3 2 0 0 3 1 0 2 1 0
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＜図 16 1 日あたり券種別駅別乗車人員（平成 30 年度）＞ 
資料：わたらせ渓谷鐵道 

＜沿線の豊かな自然の中を走る列車の様子＞ 
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１－３．沿線地域の移動実態                        

Point８：自動車に大きく依存した日常生活 

「群馬県交通まちづくり戦略」で示されている過度な自動車依存の実態は、わたらせ渓谷線沿線地域も例

外ではありません。一般的に日常的な活動範囲と考えられる３km 程度の移動でも 90%以上で自動車が利用

されており、100m 未満の移動でも約 13％と、自動車に大きく依存した日常生活が送られています。 

その結果として、全ての移動手段の中から鉄道が選択される割合は、わずか 2.3%しかありません。（【図

１】県全体では2.5％） 

さらに、PT調査では、桐生市・みどり市にお住まいの 67％の方が、１年間で一度も鉄道を利用していな

いと回答しており、通学・通勤で鉄道を利用している方を除くと、わたらせ渓谷線を含む鉄道そのものを日

常の移動手段として意識していただけていないことが懸念されます。 

 

 

 

 

 

  

コラム「４人に１人は100ｍ未満の距離でも車で移動」 

県民の４人に１人は100ｍ未満の距離でも車で移動する     PT調査結果の発表時には大きな反響がありました。 

 

鉄道を含めた公共交通の利用

促進を図っていく上では、こうした

実態を直視し、「求められる公共

交通のあり方」を社会全体で考え

ていかなければなりません。 

 

出典：毎日新聞（平成 28 年 10 月 5日） 出典：産経新聞（平成 28 年 10 月 7日） 
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＜図 18 移動距離ごとの交通手段の割合＞ PT

＜図 19 ここ１年で外出時に 
 鉄道を利用したかどうか＞ PT
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１－４．このままだとわたらせ渓谷線や沿線地域はどうなるのか        

（１）路線の経営状況 

Point９：全線にわたって少ない利用者 

行楽シーズンには多くの乗客でにぎわうものの、年間を通しての乗車人員は県内の他路線と比べても少な

く、最も多い桐生駅では 1 日あたり約 280 人の利用がありますが、その他のほとんどの駅は 100 人に満

たず、15人未満の駅も少なくありません。 

この結果、桐生駅～間藤駅間の平均通過人員（１日１km あたりの平均輸送量）は、路線維持の目安とさ

れる 4,000人を大きく下回る 379人（平成30年度、わたらせ渓谷鐵道資料）となっています。 

 

Point10：自治体の支援で路線を維持 

わたらせ渓谷線（桐生駅～間藤駅）の利用者は、平成元年の開業から年々増加し、平成６年度には１日あ

たりの乗車人員は2,917人とピークを迎えましたが、その後利用者は減少し、平成 16年度には1,890人

まで落ち込みました。 

そのため、平成17年度からは、引き続きわたらせ渓谷線を維持していくため、事業者は経営再建に向け

た計画の策定・実行に取り組むとともに、沿線自治体（栃木県・日光市を含む）は計画に基づき積極的な公

的支援を行っています。 

しかし、施設などの老朽化も著しく、安全性の向上のための設備（車両や線路設備など）の維持・更新に

は多額の費用がかかることから、今後も利用者の減少が続くようであれば、再びわたらせ渓谷線の維持が困

難なものになるおそれがあります。 
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＜図 20 沿線自治体からわたらせ渓谷鐵道への補助金の推移＞ 

資料：群馬県 
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（２）鉄道利用者の将来推計 

Point11：現状よりさらに利用者が大幅に減る見込み 

わたらせ渓谷線の利用傾向、沿線地域の移動傾向が今後も変わ

らないと仮定すると、少子化・人口減少の影響により、20年後

には利用者数が約37％も減少すると予測されています。 

 

 

 

 

 

 

 また、通過人員においても、ほとんどの各区間で 40%

以上の減少が見込まれています。 

 

現状でも、沿線自治体の支援で路線を維持している状況

にありながら、さらに利用者数が大きく減ることになれば、

自治体の支援も限界に達し、運行本数の削減などの合理化

の議論もせずに、廃線となりかねない差し迫った状況であ

ることを認識しておく必要があります。 
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＜図 21 利用者数の将来推計＞ PT

＜図 22 通過人員の将来推計＞ PT
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コラム「鉄道路線は事業者の不断の努力により維持」  

鉄道は、悪天候など、やむを得ない事情で運休や遅れが生じることがありま

すが、多くの場合、事故は未然に防止され、早期に運行が再開されています。   

 

現場では事故防止のため、レールなどの線路設備に異常がないかを点検す

る定期巡回に加え、レールを新しく・安全なものに入れ替える作業など、運行

終了後の夜間に行っている作業もあります。 

 

鉄道は、毎日時間通りに運行されることが当たり前のようにも感じられます

が、事業者の不断の努力により、日々の安全・安定的な運行が実現されてい

ます。  

＜安全性向上のために改良した 

レール・分岐器を確認する様子＞ 
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（３）わたらせ渓谷線と沿線地域の関係 

Point12：わたらせ渓谷線がなくなると、地域での暮らしに大きな懸念 

 もしわたらせ渓谷線がなくなってしまったら、どのような影響があるのでしょうか。 

 

 

 

このように、利用しているかどうかにかかわらず、地域に欠かせない路線だからこそ、わたらせ渓谷線が

運行されている、今このときから地域における鉄道のあり方を考えておく必要があるのです。 

 

＜ご自身やお子さんが鉄道を利用している方への影響＞ 

〇お子さんが通学で利用 

⇒毎日、国道122号などを、場合によっては往復１時間以上かけて送迎しなければならない。朝

夕の生活にゆとりがなくなる。 

※県立高校の再編により、令和3年に桐生高等学校（桐生駅から徒歩５分）、桐生清桜高等学校（運

動公園駅から徒歩10分）の開校が予定されています。 

○運転ができない・苦手なため、通院や買い物で利用 

⇒タクシーなどを利用しなければならないので、家計への負担が大きくなる。節約のため、外出

頻度を減らせば、健康への悪影響も心配。

いつもの通学や外出の負担が増えるとともに、将来の学校の選択肢が限られてしまうおそれもある

など、QOL（生活の質）が低下する。

＜地域全体への影響＞ 

○病気や怪我をしたとき、将来運転免許証を返納するとき 

⇒自動車を運転できないときの移動手段がなくなり、当たり前だった通院や買い物、旅行などが

思うようにできなくなってしまう。 

〇わたらせ渓谷線が有する観光資源や、わたらせ渓谷線を通じたメディア露出がなくなる 

 （Point７参照） 

 ⇒旅行先としての魅力や旅行のきっかけがなくなり、地域外からのアクセスも不便になるため、観

光誘客への悪影響が懸念される。 

  みなさんにとっての自慢の路線がなくなることで、この地域への愛着や誇りを失いかねない。 

 

 
暮らす人が減り、外出する人もいない、活気の感じられない地域になってしまうなど、地域の活力

そのものにも影響が及ぶ可能性がある。 
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２．わたらせ渓谷線の活性化に向けたアクション                    

２－１．あらためて考えてみる、そして、みなさんに求められるアクション    

（１）わ鐵は地域全体で大切にしたい宝 

わたらせ渓谷線は、沿線住民の生活路線と観光路線の両方の側面があること、そして、地域のシンボルと

して、事業者自らが情報発信や観光誘客を担っていますが、実は収入の大部分は観光路線としてのものです。 

こうした実態を踏まえると、わ鐵が、観光路線として得た利益をもとに、沿線のみなさんの「生活の足」

を維持する姿が見えてくるのではないでしょうか。まさに、地域全体で大切にしたい「全国に誇れる宝」で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）一人ひとりが「わ鐵の営業マン」 

 Point２で確認したように、わたらせ渓谷線の沿線地域は、その地形的特性から居住地域が限られている

こともあって、自動車から鉄道の定期券利用に転換できる方は、現実的にはあまり見込めない状況です。             

今後、沿線地域において、少子化・人口減少のさらなる進行が見込まれる中、わたらせ渓谷線を維持・存

続していくためには、「特定の誰か」ではなく、「沿線のみなさん一人ひとり」の取組により、日常生活の中

での利用と、運輸収入の中心となる地域外からの観光利用の双方の維持・増加を図っていく必要があります。 

これらを実現するため、みなさんにできる行動（アクション）は、「わ鐵の営業マン」として、情報発信や

おもてなしで誘客を応援する、そして、その過程で自分も率先して、わたらせ渓谷線を利用するということ

ではないでしょうか。 

わたらせ渓谷線を、単なる交通手段としてではなく、地域の大切な宝として、利用機会の有無にかかわら

ず、地域全体で支えていく― 

みなさんにはぜひそのような意識を持っていただき、アクションをお願いします。 

  

＜図 23 輸送人員と運輸収入の内訳（平成 30 年度）＞ 
資料 わたらせ渓谷鐵道 
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輸送人員・運輸収入の内訳（H30）

通学 通勤 定期外

コラム「わたらせ渓谷鐵道市民協議会」  

わたらせ渓谷鐵道市民協議会は、わ鐵を応援する150名を超える勤労者・高齢者・主婦・学生や会社などにより、平成

18年10月に設立された組織です。活気ある住みやすい地域をつくるため、車両の清掃、各駅イルミネーション事業、花桃ま

つりなどのイベントを支援し、わ鐵を盛り上げています。 

沿線地域には既に「わ鐵の営業マン」がたくさんいます。 

みなさんもぜひこうした活動に参加されてはいかがでしょうか。 
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２－２．わ鐵を地域全体で支えていくためのヒント               

「わ鐵の営業マン」と言われてもピンとこないかもしれませんが、次のような行動から始めてみてはいか

がでしょうか。 

 
 

わ鐵を「全国に誇れる宝」として、今後も残していくために、一人ひとりがわ鐵に率先して乗り、情報発

信やおもてなしをお願いします。 

  

営業マンとして、わ鐵を PR しよう！ 

駅や車内で観光客と 

交流してみよう！ 

手紙やはがき、SNS で 

魅力を発信してみよう！ 

列車が通ったら 

手を振ってみよう！ 

○観光客の方にとっては、 

 みなさんとのふれあい

も旅の楽しみ！ 

○わ鐵の良さをあらためて

感じられたり、普段なかなか 

 聞けない話が聞けるかも！？ 

○わ鐵の魅力を内緒にしておく 

 のはもったいない！ 

○きれいな景観の写真を添える

のも素敵ですよね。 

○インスタ映えの写真で観光

誘客につながるかも！？ 

○手を振るだけで簡単に温か 

 みのあるおもてなしができ

ます。 

○わ鐵や地域の印象アップ

につながり、お互い笑顔

になれます。 

わ鐵に率先して乗り、車内を楽しく・にぎやかにしよう！ 

駅の駐車場を使って、 

気軽にわ鐵に乗ろう！ 

高校に進学したら 

 わ鐵で通学しよう！ 

天気の良い日などは 

 通院や買い物もわ鐵で！ 

○わ鐵のほとんどの駅には無料

で利用できる駐車場が整備さ

れています。 

○長距離運転せずにわ鐵と 

 バスで日光に行けるんです！ 

○友達とおしゃべりしながら

楽しく通学できます！ 

○車内で読書もでき、通学時

間を有効に使えます。 

○学校から近い駅を調べて

みよう！ 

○家族に送迎をお願

いする心苦しさも

なく、自分のペー

スでおでかけでき

ます。 

○駅から路線バス・デマンドバスを使えば、

事故の心配もありません。 

加えて、健康にも効果大！ 

◇自動車だけでなく、鉄道などの公共交通を使って移動するほうが運動量が多くなるため、消費カロリー

が大きくなります。 

◇例えば、通勤時に、公共交通を利用している人は、自動車だけを利用している人に比べて約 2.5 倍の

カロリーを消費しているとの試算があり、この差はスポーツジムでの運動約 40 分に相当します。 

 （出典：群馬県交通まちづくり戦略） 

◇これが毎日のこととなれば、頑張ってジムに行かなくても、無意識のうちに運動し、健康になってしま

うかもしれませんね！ 

 

送迎駐車場 ◎ × ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × ○ ◎ ◎

P&R駐車場 ◎ × ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × ○ ◎ ◎

駅前広場 ◎ × ◎ × ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○

駐輪場 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

（凡例）送迎駐車場 ･･･送迎待ちの際など、比較的短い時間利用できる駐車場・停車スペースの有無（舗装区画があるものを◎）

P&R駐車場 ･･･駅で車から鉄道に乗り換えるための駐車場の有無（舗装区画があるものを◎ 、駅近隣の民営駐車場を含む）

駅前広場 ･･･送迎等に使用できる駅前スペースの有無（ロータリーがあるものを◎）

駐輪場 ･･･駐輪場の有無（屋根付き区画があるものを◎） ※群馬県県土整備部交通政策課調べ
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２－３．今後の利用促進の進め方                       

わたらせ渓谷線の維持・存続に向けて、みなさんのアクションの定着を図るためには、みなさんと行政が

一緒になって、現在の運行状況下でどのように利用促進を図っていくか知恵を出し合い、実現に向けて取り

組む必要があると考えています。 

そこで、行政としては、あらゆる機会を捉えて、みなさんのご意見をお聞きし、求められる利用促進策の

実行に努めていきます。 

こうした対話と取組から、沿線にお住まいのみなさんが、当たり前に鉄道を利用する社会を目指していき

たいですね。 

 

地域に欠かせない、わたらせ渓谷線、その将来を一緒に考えていきましょう！ 

 

 

 

 

（参考）本プログラムの検討体制 

本プログラムは、下表の事業者・所属にご意見・ご協力をいただきながら、事務局にて取りまとめたものです。 

区 分 事業者名・所属名 

鉄道事業者 わたらせ渓谷鐵道鉄道株式会社 

市町村 桐生市、みどり市 

群馬県 ＜総務部＞ 

桐生行政県税事務所 

＜県土整備部＞ 

道路管理課、道路整備課、都市計画課、桐生土木事務所 

交通政策課（事務局） 

 

    

  

コラム「経路や駅の駐車場などの検索はこちらから」 

群馬県では、公共交通の利用促進のため、公共交通・観光・健

康情報アプリ「ぐんま乗換コンシェルジュ」を公開しています。 

このアプリは、県内の鉄道やバスの経路を簡単に検索できるほか、

観光・イベント情報やウォーキング・トレッキングコースの案内など、楽しい機能が満載です。 

ダウンロードは無料。みなさんもぜひこのアプリで群馬の鉄道を乗りこなしてくださいね！ 

駅周辺の駐車場・駐輪場の検索には、県ホームページ「駅からのりかえガイド」が便利です。 

駐車場等の有無のほか、料金なども確認いただけます。 

（URL https://www.pref.gunma.jp/04/h2110105.html） 



 

 

 

 


